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①今までの助成活動の内容は。

②審査会の時期を２月か３月にすることで、活動期間を４月から１年間とす

ることができるのでは。それが不可能であれば交付決定前着手届のような手

続きを設定し、円滑に事業が行えるようにするべきと考えるが。

③審査会は現在まちづくり委員会に委嘱しているが、町長が委嘱した副町長

を代表とする関係課長数人に任せるべきでは。

④補助率を１００パーセントに変更しては。

⑤申請に係る書類が多く、申請者が負担に感じるところがあるのでは。簡素

化し、取り組みやすいものにしては。

町長
クマ出没に対するドローンの

活用

本町でもクマの目撃情報や足跡が確認され、過去には箱罠や発砲での駆除に

至ったケースもある。現在、クマ出没に対応するための赤外線ドローンがあ

り、原則免許は不要となっている。町民の安全・安心のためにもドローンの

導入が必要と考えるが、町長の考えは。

町長
坂本龍馬生誕２００年事業に

向けて

歴史上有名な坂本龍馬は本町と関わりがあり、２０３５年に生誕２００年を

迎えるが、今後１０年の間に十分な計画を立て、イベントを行ってはどう

か。

町長 スマート農業を切り札に

「スマート農業技術活用促進法」は昨年１０月に施行されたが、それを踏ま

えて本町の農業についてどのように考えているか。また、町内にロボットト

ラクターが導入され、現在ＧＰＳは他の農協の協力で、生産者個人が費用を

負担してホクレンＲＴＫシステムを利用している。町は独自で基地局を設置

できないか。更に実証実験機器等の支援の考えは。

教育長 通学路の安全性について
通学路の安全点検の実施、学校関係者との協議、通学路における防犯カメラ

設置の現状と今後について伺う。

農業委員会

会長
農地の価格等について

米など農産物の価格が高騰しているが、農地の売買価格や土地賃貸料の決定

について農業委員会の考え方は。

①クマ出没の際、周知や対策、駆除において、最終的な発砲許可も含めてど

のような流れで行うのか。

②一般的な苦情等があった場合も含め、どのような対応を考えているか。対

応マニュアルを作成しているのか。

③クマの駆除に関してカスハラと捉えられる苦情があった場合、毅然とした

対応を許可することができるか。

2 中川議員

3 静川議員

4 砂場議員 町長 クマ被害による町の対応は
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事業の発展的改善を求める


